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『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
に
つ
い
て滋
野
雅
民
（
国
語
学
）
『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
「
今
昔
」
と
略
す
）
に
は
「
恐
ヂ
怖
ル
」（「
怖
ヂ
恐
ル
」
も
１
例
あ
る
）
と
書
き
表
さ
れ
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
と
訓
じ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
例
が
51
例
見
ら
れ
る
（「
恐
ヂ
怖
テ
」
１
例
も
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
と
訓
じ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。）。
又
、『
恐
レ
怖
ヅ
」も
１
例
の
み
見
ら
れ
る
。
但
し
、「
恐
怖
ル
」
３
例
も
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
と
訓
じ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、「
恐
」
に
送
り
仮
名
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
除
い
て
あ
る
。
又
、「
恐
怖
テ
」２
例
、
「
可
怖
畏
シ
」「
惶
懼
テ
」「
怖
惶
」
各
１
例
も
送
り
仮
名
が
な
く
、
訓
み
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
、
除
い
て
あ
る
。
①
仙
道
王
、
此
ヲ
聞
テ
身
ノ
毛
竪
テ
恐
ヂ
怖
ル
ヽ
コ
ト
■
限
シ
。（
一注１
｜
23
）
②
父
母
及
ビ
家
ノ
人
、
此
レ
ヲ
見
テ
驚
キ
騒
ギ
怖
ヂ
恐
レ
テ
、（
七
｜
47
）
③
天
皇
、
恐
ヂ
怖
レ
給
テ
、
方
■
ノ
御
祈
共
有
り
。（
十
四
｜
34
）
④
外
ノ
人
モ
此
レ
ヲ
聞
テ
極
ク
ナ
ム
恐
ヂ
怖
レ
ケ
ル
。（
二
十
九
｜
31
）
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『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
に
つ
い
て
｜
｜
滋
野
表一
底 本 恐ヂ怖ル 怖ヂ恐ル 恐ヂ怖テ 恐レ怖ヅ 小 計
巻１ 東大本甲 １
２ 鈴鹿本 １
３ 東大本甲
４ 東大本甲 ４
５ 鈴鹿本 ２
６ 東大本甲 ２
７ 鈴鹿本 １
９ 鈴鹿本 ５ １
10 鈴鹿本 ５ 21＋１
11 東大本甲
12 鈴鹿本 １
13 東大本甲 １
14 東大本甲 ２
15 東大本甲 １
16 東大本甲 ３
17 鈴鹿本 ５
19 東大本甲
20 実践女子大本 ５ 18
22 東大本甲
23 東大本乙
24 内閣文庫本Ａ ２ １
25 内閣文庫本Ａ ３
26 内閣文庫本Ａ
27 鈴鹿本 ３
28 内閣文庫本Ａ １
29 鈴鹿本 １
30 内閣文庫本Ａ
31 内閣文庫本Ａ １ 12
計 51＋１
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こ
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
の
分
布
は
表
一
の
ご
と
く
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
調
と
さ
れ
る
巻
一
〜
十
に
最
も
多
い
21
例
＋
１
例
、
変
体
漢
文
調
と
さ
れ
る
巻
十
一
〜
二
十
に
や
や
少
な
い
18
例
、
和
調
文
と
さ
れ
る
巻
二
十
二
〜
三
十
一
に
最
も
少
な
い
12
例
と
な
っ
て
い
る
。
後
出
の
表
三
に
示
し
た「
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
」「
オ
ソ
リ
オ
ヅ
」「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
は
「
怖
懼
・
悚
懼
・
恐
懼
」
等
の
訓
み
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
今
昔
」
で
は
明
ら
か
に
「
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
」
と
訓
じ
ら
れ
る
例
は
見
ら
れ
ず
、
大
部
分
が
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
で
あ
る
（「
オ
ソ
レ
オ
ヅ
」
１
例
あ
り
）。
そ
し
て
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
等
は
「
恐
れ
る
」
の
強
調
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
今
昔
」
は
な
ぜ
大
部
分
が
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
で
あ
る
の
か
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
と
「
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
」
と
は
何
ら
か
の
差
異
が
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
か
、
表
一
に
見
ら
れ
る
分
布
上
の
差
異
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
と
い
う
表
現
は
「
今
昔
」
の
編
者
独
自
な
も
の
な
の
か
、
出
典
に
よ
る
も
の
な
の
か
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。
１
先
ず
「
オ
ソ
ル
」
と
「
オ
ヅ
」
は
単
独
で
は
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
検
討
す
る
。
先
行
説
で
は
「
オ
ヅ
」
を
和
文
語
、「
オ
ソ
ル
」
を
漢
文
訓
読
語
と
す
る
峰注２
岸
明
説
、
こ
れ
に
準
ず
る
竹注３
岡
正
夫
説
と
、「
オ
ヅ
」
を
「
人
の
動
作
」（
恐
れ
が
人
の
動
作
に
現
れ
て
い
る
）、「
オ
ソ
ル
」
を
「
人
の
心
的
作
用
」（
恐
れ
を
心
の
中
に
感
じ
て
い
る
）
と
す
る
馬注４
淵
和
夫
説
と
が
あ
る
。
三
つ
の
説
の
ど
れ
に
よ
る
べ
き
な
の
か
検
討
す
る
。
な
お
、
竹
岡
説
で
は
「
今
昔
」
で
の
「
オ
ソ
ル
」
「
オ
ヅ
」
の
用
法
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。先
ず
、
馬
淵
説
を
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、「
お
そ
る
」
に
は
怖
レ
思
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
七
32
弥
ヨ
怖
ル
ヽ
心
■
限
ナ
シ
十
四
29
此
レ
ヲ
怖
ル
ヽ
心
■
カ
リ
ケ
ル
十
九
22
怖
レ
思
テ
二
七
９
な
ど
の
よ
う
に
、「
お
そ
る
」
は
こ
こ
ろ
の
な
か
の
こ
と
、「
思
ふ
」
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、「
お
づ
」
に
は
、「
お
ぢ
思
ふ
」
と
か
「
お
づ
る
心
」
と
い
う
用
法
は
な
く
、「
お
づ
」が
動
作
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
右
の
よ
う
に
説
か
れ
て
は
い
る
が
、
『注５
源
氏
物
語
』の
用
例
を
み
る
と
、「
怖
ぢ
思
す
」「
思
し
怖
づ
」
各
１
例
が
あ
り
、「
お
づ
」
が
「
心
」
を
修
飾
す
る
例
が
３
例
、「
心
地
」
が
「
お
づ
」
を
修
飾
す
る
例
も
１
例
あ
る
。
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
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）
第
十
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…
事
の
違
ひ
目
あ
り
て
、
大
臣
横
さ
ま
の
罪
に
当
た
り
た
ま
ひ
し
と
き
、
い
よ
い
よ
怖お
ぢ
思
し
め
し
て
、
重
ね
て
御
祈
禱
い
の
り
ど
も
う
け
た
ま
は
り
は
べ
り
し
を
。
…
…
」（
薄
雲
）
・
「
…
も
の
怖
ぢ
わ
り
な
く
し
た
ま
ひ
し
御
心
に
、
せ
ん
方
な
く
思
し
怖お
ぢ
て
、
西
の
京
に
御
乳
母
住
み
は
べ
る
所
に
な
ん
這
ひ
隠
れ
た
ま
へ
り
し
。
…
」（
夕
顔
）
・
心
に
つ
く
べ
き
こ
と
を
の
た
ま
ふ
け
は
ひ
の
い
と
な
つ
か
し
き
を
、
幼
き
心
地
に
も
、
い
と
い
た
う
も
怖
ぢ
ず
、
さ
す
が
に
む
つ
か
し
う
寝
も
入
ら
ず
お
ぼ
え
て
、
身
じ
ろ
き
臥
し
た
ま
へ
り
。（
若
紫
）
・
「
こ
よ
な
く
久
し
か
り
つ
る
に
身
も
冷
え
に
け
る
は
。
怖
ぢ
き
こ
ゆ
る
心
の
お
ろ
か
な
ら
ぬ
に
こ
そ
あ
め
れ
。
…
」（
若
菜
上
）
・
院
を
い
み
じ
く
怖
ぢ
き
こ
え
た
ま
へ
る
御
心
に
、
あ
り
さ
ま
を
人
の
ほ
ど
も
等
し
く
だ
に
や
は
あ
る
。（
若
菜
下
）
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
み
る
と
、「
お
づ
｜
人
の
動
作
」と
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
「
オ
ヅ
」
を
和
文
語
、「
オ
ソ
ル
」
を
漢
文
訓
読
語
と
す
る
峰
岸
説
を
検
討
す
る
。
「
オ
ソ
ル
」「
オ
ヅ
」
と
、
又
「
オ
ソ
ル
」
と
位
相
的
に
対
応
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
と
は
和
文
及
び
漢
文
訓
読
文
の
諸
書
で
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
み
る
と
、和
文
の
諸
書
で
は
表
二
、
漢
文
訓
読
文
の
諸
書
で
は
表
三
の
如
く
で
あ
る
。
表
二
で
み
る
と
、「
オ
ソ
ル
」は
平
安
期
の
和
文
で
は
殆
ど
用
い
ら
れ
て
い
ず
、
『
大
和
物
語
』『
宇
津
保
物
語
』『
源
氏
物
語
』
に
各
１
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
は
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』
で
は
「
オ
ソ
ル
」
が
各
々
７
例
、
14
例
と
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
オ
ソ
ロ
シ
」
は
１
例
、
６
例
、
「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
は
０
例
、
１
例
と
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。「
オ
ソ
ル
」
を
漢
文
訓
読
語
と
す
る
と
、
こ
れ
は
作
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
漢
文
訓
読
文
系
の
教
養
が
現
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
表二 注６
オ
ソ
ル
オ
ソ
リ
（
名
）
オ
ヅ
オ
ヂ
＋
動
詞
オ
ヅ
オ
ヅ
オ
ヂ
オ
ソ
ル
オ
ソ
ロ
シ
ガ
ル
オ
ソ
ロ
シ
オ
ソ
ロ
シ
サ
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
竹取物語 １ １
土佐日記 １ １ １
大和物語 １ ２ １ ３ １
蜻蛉日記 １ １ ７ １
宇津保物語 １ ９ ２ 79 １ ７
枕草子 １ ２ ２ 35 ２
源氏物語 １ 16 １ 109１ 10
和泉式部日記 ３ １
紫式部日記 1 ４ １
栄花物語 ８ 84 ７
堤中納言物語 ６ １ ５ ２
更級日記 10 ６
狭衣物語 ５ ３ １ 39 ６
とりかへばや物語 16 １
讃岐典侍日記 １ １
古本説話集 １ ３ ３
方丈記 ７ １
宇治拾遺物語 ８ ３ ７ １ ３ 51 ３ 14
十六夜日記 ２
徒然草 14 ６ １
平家物語 (２)56 13 1 4 50 3 2
※「平家物語」の（ ）内は「オソラクハ」の数。「オソル」には「オ
ソリ＋動」も含む。
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「
オ
ヅ
」
は
単
独
の
形
で
も
複
合
動
詞
の
形
で
も
か
な
り
の
物
語
に
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
と
比
較
す
る
と
、
用
例
数
は
余
り
多
く
は
な
い
。
・
近
江
の
守
、
い
か
に
き
こ
し
め
し
た
る
に
か
あ
ら
む
と
歎
き
恐
れ
て
（
大注７
和
物
語
・
百
七
十
二
）
・
「
…
す
ゑ
ふ
さ
が
た
よ
り
を
う
し
な
ひ
、
が
く
も
ん
に
つ
か
る
ゝ
を
ば
、
一
ど
の
し
き
お
こ
な
ふ
お
そ
れ
て
、
つ
か
れ
ふ
す
る
こ
と
な
り
。
…
」（
宇
津
保
物
語
・
ま
つ
り
の
つ
か
ひ
）
・「
…
便びん
な
き
こ
と
も
あ
ら
ば
、
重
く
勘かん
当だう
せ
し
め
た
ま
ふ
べ
き
よ
し
な
ん
仰おほ
せ
言ごと
は
べ
り
つ
れ
ば
、
い
か
な
る
仰
せ
言
に
か
と
、
恐
れ
申
し
は
ん
べ
る
」と
言
ふ
を
聞
く
に
、
梟
ふ
く
ろ
ふ
の
鳴
か
ん
よ
り
も
い
と
も
の
恐
ろ
し
。（
源
氏
物
語
・
浮
舟
）
『
宇
津
保
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
の
例
は
話
し
手
が
「
進
士
」「
翁
」
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
大
和
物
語
』の
例
は
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
１
例
の
使
用
と
も
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
今
は
例
外
的
な
も
の
と
み
て
お
く
。
以
上
の
こ
と
か
ら
み
る
限
り
、「
オ
ソ
ル
」は
漢
文
訓
読
語
、「
オ
ヅ
」は
和
文
語
と
い
う
峰
岸
説
に
抵
触
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
和
文
で
は
動
詞
「
オ
ソ
ル
」
に
代
わ
っ
て
形
容
詞
・
形
容
動
詞
「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
が
多
く
用
い
ら
れ
る
と
み
て
も
、「
オ
ヅ
」
の
用
例
数
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
点
は
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
漢
文
訓
読
文
で
は
表
三
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
は
殆
ど
用
い
ら
れ
て
い
ず
、『
大
唐
西
域
記
』
に
「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
１
例
、『
注
好
選
』『
史
記
・
周
本
紀
』『
荘
子
（
甲
巻
）』
に
「
オ
ソ
ロ
シ
」
が
１
・
２
・
１
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
・
像
（
の
）
形
「
傑
ス
グ
レ
」
｜
異コト
ニ
シ
テ
威
｜
■
ト
シ
テ
■
｜
然
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ニ
マ
シ
マ
ス
。
（
石
山
寺
蔵
本
大
唐
西
域
記
巻
七
）
・
夫
レ
、
兵
は
■
ヲ
サ
マ
テて
﹇
而
﹈
時トキ
に
動ウコ
ク
。
■
（
動
）（
ク
）
トと
キ
に
は
﹇
則
﹈
威
オ
ソ
ロ
シ
キ
コ
ト
ア
リ
。（
高
山
寺
蔵
本
史
記
・
周
本
紀
第
四
）
表
三
で
み
る
と
、「
オ
ソ
ル
」「
オ
ソ
ル
ラ
ク
ハ
」
は
二
書
を
除
く
全
書
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
は
峰
岸
・
竹
岡
説
と
矛
盾
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
「
オ
ヅ
」
は
四
十
書
中
十
六
書
に
見
ら
れ
、
用
例
数
も
140
例
あ
り
、「
オ
ソ
ル
・
オ
ソ
ル
ラ
ク
ハ
」（
367
・
87
例
）
454
例
の
３
分
１
弱
に
な
る
。「
オ
ヅ
」
が
和
文
語
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
現
れ
方
と
用
例
数
を
ど
う
み
る
か
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、「
オ
ヅ
」
の
用
い
方
を
「
オ
ソ
ル
」
の
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
用
法
に
差
異
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
・
■
荼
羅
の
人
悪
友
に
随
（
ひ
）
て
行
じ
、
善
根
微
少
な
る
、
広
説
（
せ
）
ば
、
乃
至
、
後
世
の
苦
果
を
見
不ず
畏
レ
不
（
じ
）（
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
地
蔵
十
輪
経
・
■
依
行
品
第
三
之
二
元
慶
七
年
点
）
・
妄
イ
ツ
ハ
（
り
）
て
断
｜
常
の
論
を
説
き
、
具
に
十
悪
業
を
造
（
り
）
て
、﹇
不ず
﹈
― ―4
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）
第
十
五
巻
第
一
号
?
?
?
?
K Y O K O
 
V 1 5 1 K I Y O
-
0 1
更
新
5
回
2 0 0 2
年
3
月
5
日
5
頁
紀
要
・
縦
╱
滋
野
雅
民
後
｜
世
の
苦
を
も
畏
オ
ズ
?東
大
寺
図
書
館
蔵
本
地
蔵
十
輪
経
十
輪
品
第
二
元
慶
七
年
点
）
・
父
の
王
、千
｜
子
具
｜
足
シ
タ
マ
ヒ
タ
リ
。万
ノ
国
｜
化
ヲ
シ
ヘ
ヲ
慕
フ
。何（
の
）
故（
に
）憂
愁
し
て
、
懼
?る
）ル
所
?と
こ
）ロ
有
ル
が
如
キ
ナ
ル
。（
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
五
■
若
鞠
国
長
寛
元
年
点
）
・
時
に
雪
山
下
王
、
其
の
「
■
ク
シ
カ
リ
」
を
去ス
テ
其
の
座
に
即
（
き
）
ヌ
。
訖
利
多
王
驚
（
き
）
懾オ
ヂ
て
措
オ
ク
ト
コ
ロ
無
（
し
）。（
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
三
迦
■
弥
羅
国
長
寛
元
年
点
）
表三 注８
オ
ソ
ル
オ
ソ
ラ
ク
ハ
オ
ヅ
オ
ヂ
オ
ソ
ル
オ
ソ
リ
オ
ヅ
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
⑴ 聖語蔵御本唐写大乗阿昆達磨雑集論 巻十二 平安奠都前後加点 １
⑵ 東大寺図書館蔵本成実論 巻二十一 天長五年点 １
⑶ 知恩院蔵大唐三蔵玄■法師表啓 天安～元慶間加点 ２ １
⑷ 聖語蔵願経四分律 巻四十六 平安初期点 １ １
⑸ 西大寺本金光明最勝王経 平安初期点 ７ １ １
⑹ 小川本願経四分律 弘仁・天長間加点 ４ １
⑺ 東大寺図書館蔵本地蔵十輪経 元慶七年点 ９ ２ １
⑻ 石山寺蔵本法華経玄賛 淳祐古点（950年頃） ５ １
⑼ 高野山光明院所蔵蘇悉地■羅経 寛弘五年点 １
⑽ 石山寺蔵本法華義疏 長保四年点 12
? 東大寺図書館蔵本法華文句 長保頃加点 ２ １ １
? 岩崎本日本書紀 平安中期末点・院政期点・宝徳三年点 １ ５ １
? 広島大学蔵八字文殊儀軌 永暦元年書写・同二年移点 １
? 東京大学国語研究室蔵恵果和上之碑文 長暦～天喜間に加点か １
? 大東急記念文庫本大日経義釈 巻十三 承保二年識語 ３ １
? 高山寺本大毘■遮那仏経疏 永保二年点・長治元年点 14 ３
? 立本寺蔵妙法蓮華経 寛治元年点・承徳三年点 12
? 築島氏蔵弁正論 巻三 保安四年点 １
? 図書寮本日本書紀 永治二年頃点 ４ ５ ８
? 石山寺蔵本大唐西域記 長寛元年点 ８ ４ ８
? 最明寺本往生要集 11世紀後半期点 ９ ４ ４
? 文選 巻二宮内庁書陵部蔵 『管見記』紙背 院政初期加点か １ ５
? 西教寺本秘蔵宝■ 院政末期点 １
? 西大寺蔵本護摩密記 長元八年点 １
? 興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝 院政期点 ５ 28 11 1
? 東大寺図書館蔵新修浄土往生伝 保安三年点 １
? 東寺観智院蔵注好選 仁平二年写 ３ １
? 西南院所蔵和泉往来 文治二年識語 １ ２
? 東大寺図書館蔵本釈摩■衍論 承元二年点 １
? 高山寺蔵本論語 巻七・八 鎌倉初期点 ６ １
? 高山寺蔵本論語 巻四・八 嘉元元年点 ７ １ ２
? 高山寺蔵本史記周本紀第四 鎌倉初期点 １ 15
? 高山寺蔵本史記殷本紀第三 建暦元年点 ５
? 高山寺蔵本荘子（甲巻） 南北朝点 ４
? 宮内庁書陵部蔵群書治要 建長五・七年点～康元年間～文応年間～嘉元年間加点 23620 70 ２ ６
? 猿投神社蔵正安本文選 正安四年識語 １ ２
? 仁和寺蔵後鳥羽天皇御作無常講式 鎌倉中期加点 １
? 醍醐寺蔵遊仙窟 康永三年加点 ２ ３ １
? 国会図書館蔵百舌往来 江戸中期以前書写 ７
? 御調八幡宮蔵日本書紀第一聞書 室町中期頃書写 １
計 36787140２ ４ ９
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雅
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・
道
ヲ
慕
フ
﹇
之
﹈
至
ニ
任
（
フ
ル
）
コ
ト
無
（
ク
）
シ
テ
乃
｜
■即也
（
チ
）
私
ニ
専
檀
（
ノ
）﹇
之
﹈
罪
ヲ
行
ヘ
リ
、
唯
深
ク
■
チ
懼
ル
（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
巻
第
六
院
政
期
点
）
・
己
カ
庸
■
ヲ
顧
（
ミ
）
テ
弥
?イ
ヨ
イ
）（
ヨ
）
悚オソ
リ
悪ハ
ツ
ル
コ
ト
ヲ
増
ス
（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
巻
第
八
院
政
期
点
）
・
是
レ
陽
、
其
（
ノ
）
所
を
失
ウ
シ
ナ
フ
て
﹇
而
﹈
陰
ニに
塡オソ
ル
ヽ
ナ
リ
﹇
也
﹈（
高
山
寺
蔵
史
記
周
本
紀
第
四
鎌
倉
初
期
点
）
・
秦
道
を
両
周
ノ
﹇
之
﹈
間
に
借カ
り
て
将
に
以
て
韓カン
を
伐ウ
タ
ム
ト
﹇
将ス
﹈。
周
恐オ
チ
て
借カ
サ
ムむ
ト
ス
レ
ハは
﹇
之
﹈﹇
於
﹈
韓
ニ
畏
ツ
。
借カ
サ
不シ
トと
ス
レ
ハは
、
﹇
之
﹈﹇
於
﹈
秦
に
畏
ツ
。（
高
山
寺
蔵
史
記
周
本
紀
第
四
鎌
倉
初
期
点
）
・
刑
｜
罰
中
ア
タ
ル
ト
キ
ハ
則
（
ち
）
民
死
を
畏ヲツ
。
死
を
畏
ル
（
る
）
こ
と
は
生
（
の
）
﹇
之
﹈
楽
フ
可
（
き
）
に
由
ヨ
レ
リ
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
巻
第
三
十
七
文
応
元
年
点
）
・
賢
｜
主
愈
マ
ス
〳
〵
｜
大
に
シ
て
愈
｜
懼
チ
、
愈
■
キ
ャ
ウ
に
シ
て
愈
｜
恐
ヲ
ソ
?宮
内
庁
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
巻
第
三
十
九
正
元
平
年
点
）
こ
の
よ
う
に
用
法
的
に
差
異
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、「
オ
ソ
ル
」
に
は
「
オ
ソ
（
ル
）
ラ
ク
ハ
」
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
オ
ヅ
」
に
は
「
オ
ヅ
ラ
ク
ハ
」
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
又
、「
も
の
お
ぢ
」
は
あ
っ
て
も
「
も
の
お
そ
れ
」
は
和
文
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
オ
ソ
ル
」
‖
漢
文
訓
読
語
、
「
オ
ヅ
」
‖
和
文
語
と
い
う
説
を
否
定
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、「
オ
ヅ
」の
現
れ
方
と
そ
の
用
例
数
は
ど
う
説
明
が
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
三
で
見
る
と
、
仏
典
と
漢
籍
と
で
は
、
後
者
に
用
例
数
が
多
く
見
ら
れ
る
。
又
、
院
政
期
以
降
に
は
仏
典
に
も
漢
籍
に
も
用
例
数
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
又
、『
最
明
寺
本
往
生
要
集
』に
は
十
一
世
紀
後
半
期
点
と
十
二
世
紀
中
後
期
点
と
い
う
時
期
の
異
な
る
訓
点
が
見
ら
れ
る
が
、
後
者
の
点
に
は
次
の
よ
う
に
「
オ
ソ
ル
」
か
ら
「
オ
ヅ
」
に
変
え
ら
れ
る
例
が
出
て
き
た
り
、
音
読
の
二
字
熟
語
の
一
字
に
「
オ
ヅ
」
の
訓
み
を
つ
け
た
例
が
出
て
き
た
り
し
て
い
る
。
勿
論
「
オ
ソ
ル
」
に
変
え
た
り
、「
オ
ソ
ル
」
の
訓
み
を
付
け
た
り
す
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
各
１
例
の
み
で
あ
る
。
オ
ソ
ル
↓
オ
ヅ
３
例
オ
ソ
ル
↓
オ
ソ
ル
４
例
オ
ヅ
↓
オ
ソ
ル
１
例
オ
ヅ
↓
オ
ヅ
３
例
恐
魄
し
て
↓
恐
魄
「
オ
ツ
ル
」
１
例
驚
怖ハク
す
る
か
如
く
↓
驚
怖
如
「
オ
チ
ム
カ
」
く
１
例
怖
｜
心
↓
怖
｜
「
レ
ノ
」
心
１
例
※
上
が
十
一
世
紀
後
半
期
点
、
下
が
十
二
世
紀
中
後
期
点
更
に
鎌
倉
期
の
訓
点
が
見
ら
れ
る
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
』
に
は
「
オ
ソ
ル
」
と
「
オ
ヅ
」
が
次
の
よ
う
に
一
文
中
に
同
時
に
し
か
も
位
置
的
に
も
近
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く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
６
例
見
ら
れ
る
。
・
刑
｜
■
中アタ
ル
ト
キ
ハ
則
（
ち
）
民
死
を
畏ヲツ
。
死
を
畏
ル（
る
）
こ
と
は
生
（
の
）
﹇
え
﹈
楽
フ
可
（
き
）
に
由
。
ヨ
レ
リ
（
巻
三
十
七
文
応
元
年
加
点
）
以
上
か
ら
み
る
と
、「
オ
ヅ
」
は
意
味
・
用
法
的
に
は
「
オ
ソ
ル
」
と
差
異
は
な
く
、
位
相
的
な
差
異
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、「
オ
ヅ
」は
和
文
語
、「
オ
ソ
ル
」
は
漢
文
訓
読
語
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
意
味
・
用
法
的
に
は
差
異
が
な
か
っ
た
の
で
、
位
相
的
な
使
い
分
け
が
混
乱
す
る
場
合
も
出
て
き
た
た
め
に
、「
オ
ヅ
」は
院
政
期
以
前
に
は
少
数
が
、
院
政
期
以
降
に
は
か
な
り
の
数
の
例
が
博
士
家
点
に
も
仏
家
点
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
漢
字
二
字
の
熟
語
の
「
怖
懼
」「
悚
懼
」
に
は
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
と
い
う
訓
み
が
平
安
初
期
の
仏
家
点
に
２
例
（
表
三
参
照
）
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
２
例
も
位
相
的
差
異
に
混
乱
が
生
じ
始
め
て
、「
オ
ヅ
」が
訓
点
に
用
い
ら
れ
だ
し
た
早
い
頃
の
例
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
位
相
的
差
異
に
混
乱
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
、「
オ
ヅ
」
と
「
オ
ソ
ル
」
が
使
い
分
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
和
文
に
は
な
ぜ
「
オ
ソ
ル
」
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か（
表
二
参
照
）。
そ
れ
は
和
文
の
特
色
と
し
て
、
動注９
詞
「
オ
ソ
ル
」
よ
り
も
形
容
詞
、
形
容
動
詞
の
「
お
そ
ろ
し
」「
お
そ
ろ
し
げ
な
り
」
を
用
い
る
方
が
普
通
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
、
表
二
で
「
オ
ヅ
」
の
用
例
数
が
諸
書
で
少
な
か
っ
た
の
も
、「
オ
ヅ
」
と
「
オ
ソ
ル
」
の
位
相
的
差
異
が
意
識
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
右
の「
お
そ
ろ
し
」「
お
そ
ろ
し
げ
な
り
」
を
用
い
る
こ
と
と
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
竹
岡
説
を
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
お
そ
る
」
は
、
土
佐
日
記
・
古
今
和
歌
集
仮
名
序
・
源
氏
物
語
に
一
例
ず
つ
み
ら
れ
る
が
、
中
古
の
和
文
に
は
用
例
が
少
な
く
、
類
義
語「
お
づ
」
に
対
し
て
、
漢
文
訓
読
系
の
語
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
は
一
般
に
、
恐
怖
・
畏
怖
・
畏
懼
・
恐
懼
の
類
の
意
に
は
「
お
づ
」
が
用
い
ら
れ
、
前
途
を
心
配
す
る
意
に
は
「
お
そ
る
」
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、「
…
に
お
そ
る
」
と
「
…
を
お
そ
る
」
と
の
両
用
が
あ
る
が
、「
…
に
お
そ
る
」
の
場
合
は
「
お
づ
」
の
意
に
近
く
な
る
と
い
う
。
竹
岡
説
で
は
「
オ
ソ
ル
」
は
漢
文
訓
読
語
と
し
て
い
る
が
、「
オ
ヅ
」
は
和
文
語
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
今
昔
」
に
お
い
て
は
「
オ
ソ
ル
」
と
「
オ
ヅ
」
と
に
は
意
味
・
用
法
的
使
い
分
け
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
漢
文
訓
読
文
で
は
「
オ
ソ
ル
」
と
「
オ
ヅ
」
に
は
意
味
・
用
法
上
の
差
異
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
竹
岡
説
で
は
「
今
昔
」
で
は
今
の
「
恐
れ
る
」
意
に
は
「
オ
ヅ
」
が
、「
前
途
を
心
配
す
る
意
」
に
は
「
オ
ソ
ル
」
が
基
本
的
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
使
い
分
け
が
果
た
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
も
し
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
な
ぜ
「
今
昔
」
で
は
そ
う
な
の
か
問
題
と
な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
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２
「
今
昔
」
で
は
「
オ
ソ
ル
」「
オ
ヅ
」「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
か
、
位
相
的
な
差
異
を
示
し
て
い
る
の
か
を
み
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
語
の
分
布
の
様
相
は
表
四
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
オ
ソ
ル
」は
巻
一
〜
十
に
73
例
、
巻
十
一
〜
二
十
に
103
例
、
巻
二
十
二
〜
三
表四 注10
底 本 (オソラクハ)オソル …ヲオソル …ニオソル
(オヅオヅ)
オ ヅ …ヲオヅ …ニオヅ オソロシ オソロシゲナリ
巻１ 東大本甲 ⑴８ ２ ２ ０ ０ ０ １ ０
２ 鈴鹿本 ５ １ ０ ０ ０ ０ １ ０
３ 東大本甲 ５ １ ０ ０ ０ ０ ２ １
４ 東大本甲 ２ １ ０ ⑴１ ０ ０ １ １
５ 鈴鹿本 ６ ２ ０ ２ ０ ０ 12 ２
６ 東大本甲 ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
７ 鈴鹿本 ⑴10 １ ２ ０ ０ ０ ２ １
９ 鈴鹿本 ⑴６ ３ １
⑵
２ ０ ０ １ ０
10鈴鹿本 ６ ２ ２ ４ ０ ０ ７ ６
11東大本甲 ６ １ ２ １ ０ ０ ２ ０
12鈴鹿本 ９ ０ ０ ⑶４ ０ ０ ８ ２
13東大本甲 12 ５ ０ ０ ０ ０ １ １
14東大本甲 12 ３ １ ⑵２ ０ ０ ５ ５
15東大本甲 １ ３ ０ ０ ０ ０ ２ ０
16東大本甲 ４ ０ ０ ⑵２ ０ ０ 13 ７
17鈴鹿本 13 ２ １ １ ０ ０ ８ １
19東大本甲 11 ２ ０ ⑴１ ０ ０ 11 ７
20実践女子大本 13 ２ ０ ⑶５ ０ ０ ８ ２
22東大本甲 １ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０
23東大本乙 ３ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３
24内閣文庫本Ａ ５ ０ ０ ⑴２ ０ ０ 14 １
25内閣文庫本Ａ ２ ０ ０ ３ ０ ０ ４ １
26内閣文庫本Ａ １ ０ ０ １ ０ ０ 15 12
27鈴鹿本 ５ １ ０ ５ ０ ０ 41 ６
28内閣文庫本Ａ １ ０ １ ⑴６ ０ ０ ７ １
29鈴鹿本 ３ ０ ０ １ ０ ０ 16 ３
30内閣文庫本Ａ ０ ０ ０ ⑴１ ０ ０ ３ １
31内閣文庫本Ａ ３ １ ０ ⑶３ ０ １ 14 11
※ ( )内は「オソ（ル）ラクハ」「オヅオヅ」のみの数字。
※ 送り仮名からは「オソレ（リ）オソル」と確実に訓じられる例は見当たらない。
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十
一
に
27
例
、「
オ
ヅ
」は
巻
一
〜
十
に
９
例
、
巻
十
一
〜
二
十
に
16
例
、
巻
二
十
二
〜
三
十
一
に
22
例
、「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
は
巻
一
〜
十
に
39
例
、
巻
十
一
〜
二
十
に
81
例
、
巻
二
十
二
〜
三
十
一
に
158
例
と
な
っ
て
い
る
。
文
体
的
に
み
る
と
、
巻
一
〜
十
は
漢
文
訓
読
調
、
巻
十
一
〜
二
十
は
変
体
漢
文
調
、
巻
二
十
二
〜
三
十
一
は
和
文
調
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
オ
ソ
ル
」を
訓
読
語
、「
オ
ヅ
」「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」を
和
文
語
と
す
る
と
、
分
布
の
様
相
は
こ
の
位
相
的
差
異
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。た
だ
し
、「
オ
ヅ
」
が
巻
二
十
二
〜
三
十
一
に
も
少
な
い
の
は
、
や
は
り
１
で
前
述
し
た
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
次
に
「
オ
ソ
ル
」
と
「
オ
ヅ
」
は
竹
岡
説
の
よ
う
な
意
味
・
用
法
上
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、「
…
ヲ
オ
ソ
ル
」
と
「
…
ニ
オ
ソ
ル
」
と
に
竹
岡
説
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
意
味
・
用
法
上
の
差
異
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
今
昔
」
の
「
オ
ソ
ル
」
の
用
例
を
検
討
し
て
み
る
に
、「
前
途
を
心
配
す
る
意
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
・
童
子
、
多
ノ
人
ヲ
■
シ
テ
、
皆
、
馳
散
シ
テ
迯
ヌ
。
王
恐
ル
ヽ
事
■
限
シ
。
（
二
｜
28
）
・「
…
何
ゾ
、
君
、
卅
年
ノ
命
ヲ
惜
テ
死
セ
ム
事
ヲ
怖
ル
ヽ
。
…
」（
九
｜
36
）
・
形
ヲ
寫
ス
程
ニ
、
地
震
有
ケ
リ
。
法
皇
大
キ
ニ
恐
レ
給
フ
。（
十
二
｜
34
）
・
家
主
ノ
女
、
不
知
ヌ
人
ノ
押
テ
宿
レ
バ
、
恐
レ
テ
片
角
ニ
隠
レ
居
ヌ
。（
十
六
｜
８
）
・
大
臣
・
公
卿
ヨ
リ
始
テ
百
官
、
皆
現
ニ
此
ノ
鬼
ヲ
見
テ
、
恐
レ
迷
テ
、（
二
十
｜
７
）
・
然
レ
バ
、
博
雅
、
恐
レ
乍
ラ
此
ヲ
取
テ
内
ニ
返
リ
参
テ
（
二
十
四
｜
24
）
・
船
ニ
有
シ
者
共
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
奇
異
ク
思
テ
ナ
ム
弥
ヨ
怖
レ
ケ
リ
。（
三
十
一
｜
12
）
文
脈
か
ら
み
て
、「
前
途
を
心
配
す
る
意
」に
と
っ
て
と
れ
な
く
は
な
い
例
も
あ
る
が
、
今
の「
恐
れ
る
」意
に
と
っ
て
も
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
オ
ヅ
」
と
意
味
上
の
差
異
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
次
に
「
…
ニ
オ
ソ
ル
」
と
「
…
ヲ
オ
ソ
ル
」
と
に
意
味
上
の
差
異
が
あ
る
か
否
か
を
み
て
い
く
。
前
者
は
「
今
昔
」
全
体
で
わ
ず
か
に
10
例
、
後
者
は
32
例
で
あ
る
。
な
お
、
他
の
大
部
分
の
用
例
は
「
ニ
」
格
も
「
ヲ
」
格
も
と
っ
て
い
な
い
。
・
妻
有
テ
此
事
ヲ
羅
漢
、
夫
ニ
語
ラ
ム
事
ヲ
恐
レ
テ
、
賊
人
ヲ
教
ヘ
テ
此
ノ
羅
漢
ヲ
■
シ
ツ
。（
二
｜
29
）
・
國
王
、
此
ヲ
聞
テ
極
テ
罪
ヲ
恐
レ
給
ヒ
ケ
リ
。（
三
｜
17
）
・
「
何
ゾ
、
君
、
卅
年
ノ
命
ヲ
惜
テ
死
セ
ム
事
ヲ
恐
ル
ヽ
。
…
」（
九
｜
36
）
・
亦
、
道
心
有
テ
、
常
ニ
後
世
ヲ
恐
ル
ヽ
心
有
リ
。（
十
三
｜
30
）
・
僧
、
還
向
ノ
次
ニ
、
彼
ノ
女
ヲ
恐
レ
テ
、
不
寄
シ
テ
（
十
四
｜
３
）
・
其
ノ
後
、
明
ニ
前
生
・
後
世
ノ
事
ヲ
知
テ
本
ノ
寺
ニ
返
テ
弥
ヨ
悪
道
ヲ
恐
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佛
道
ヲ
求
ム
。（
十
四
｜
23
）
・
然
レ
バ
、
恣
ニ
寺
ノ
物
ヲ
欺
用
シ
テ
、
夢
許
モ
此
レ
ヲ
怖
ル
ヽ
心
■
カ
リ
ケ
ル
。（
十
九
｜
二
二
）
・
此
ニ
来
ヌ
ル
人
ヲ
バ
、
返
テ
此
ノ
有
様
ヲ
語
ラ
ム
事
ヲ
怖
レ
テ
、
必
■
ス
也
。（
三
十
一
｜
13
）
右
の
例
の
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
例
は
「
前
途
を
心
配
す
る
意
」
よ
り
も
今
の
「
恐
れ
る
」
意
に
と
っ
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
何
例
か
の
「
…
ヲ
オ
ソ
ル
」
は
「
前
途
を
心
配
す
る
意
」
に
と
っ
て
も
よ
い
が
、
今
の
「
恐
れ
る
」
に
と
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
次
に
「
ニ
」
格
を
と
っ
た
「
今
昔
」
の
例
を
検
討
す
る
。
・
憂
■
夷
、
王
ノ
仰
セ
ニ
恐
レ
テ
■
ル
事
■
シ
。（
一
｜
３
）
・
仲
珪
、
此
レ
ヲ
見
テ
心
ニ
恐
ル
ヽ
事
■
ク
シ
テ
、（
七
｜
27
）
・
「
…
然
レ
ド
モ
大
海
ニ
高
大
魚
ト
云
フ
大
ナ
ル
魚
有
リ
。
此
レ
ニ
恐
ル
ヽ
ニ
依
テ
蓬
莱
ニ
不
可
行
着
ズ
」
ト
。（
十
｜
１
）
・
畫
ハ
公
ニ
畏
レ
奉
テ
流
所
ニ
居
タ
リ
。（
十
一
｜
３
）
・
只
、
一
ノ
牛
有
リ
。
僧
、
此
ノ
音
ニ
恐
レ
テ
返
リ
留
ヌ
。（
十
四
｜
37
）
・
此
コ
レ
ヲ
聞
テ
、
貴
ガ
リ
テ
哭
ヌ
ベ
ク
思
ユ
ル
者
共
モ
有
ケ
レ
ド
モ
、
主
ニ
恐
レ
テ
有
リ
。（
十
七
｜
40
）
・
「
…
亦
我
等
ニ
恐
レ
テ
、
近
ク
寄
レ
バ
隠
レ
騒
グ
ハ
、
鳴
呼
ニ
極
キ
物
カ
ナ
。」（
二
十
八
｜
４
）
い
ず
れ
も
「
〜
に
対
し
て
」「
恐
れ
る
」
意
に
と
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
ニ
」
格
と
「
ヲ
」
格
の
差
は
あ
っ
て
も
現
代
語
の
「
恐
れ
る
」
に
相
当
す
る
と
み
て
よ
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、「
…
ヲ
オ
ソ
ル
」
も
「
…
ニ
オ
ソ
ル
」
も
「
ヲ
・
ニ
」
格
を
と
っ
て
い
な
い
「
オ
ソ
ル
」
も
意
味
上
の
差
は
な
く
、「
オ
ヅ
」
と
も
意
味
上
の
差
異
は
な
い
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
今
昔
」
で
は
「
オ
ヅ
」
は
「
ヲ
」
格
を
と
っ
た
例
は
見
ら
れ
ず
、「
ニ
」
格
を
と
っ
た
例
は
１
例
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
漢
文
訓
読
文
で
は
「
オ
ヅ
」
は
、
次
の
例
の
よ
う
に
「
ヲ
」
格
も
「
ニ
」
格
も
と
っ
て
い
て
、
そ
の
例
数
も
か
な
り
見
ら
れ
る
の
で
、「
オ
ヅ
」
と
「
オ
ソ
ル
」
の
違
い
を
こ
の
差
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
・
妄
イ
ツ
ハ
（
り
）
て
断
｜
常
の
論
を
説
き
、
具
に
十
悪
業
を
造
（
り
）
て
、﹇
不ず
﹈
後
｜
世
の
苦
を
も
畏
オ
ズ（
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
点
十
輪
品
第
二
）
・
（
難
陀
）
復
タ
仏
の
■カヘ
リ
タ
マ
ハ
ム
こ
と
を
懼オ
チ
テ
即
チ
逃ニ
ケ
テ
帰
リ
去
ヌ
。（
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
法
華
文
句
長
保
頃
点
21
オ
）
・
左
右
に
伎
楽
を
作
く
れ
と
も
、
死
を
懼
ち
て
顧
｜
視
せ
不
る
か
如
し
。（
最
明
寺
本
往
生
要
集
院
政
期
?
十
一
世
紀
後
半
?
点
巻
中
）
・
余
譏
ヲ
彼ヒ
己キ
ニ
起
シ
、
空
疎
ヲ
昌
栄ヱイ
ニ
懼ヲ
チ
、（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
院
政
期
点
巻
七
）
・
（
天
）
■
（
下
）
声
を
以
て
秦
を
畏ヲ
チ
は
、
必
（
ス
）、
東
ノ
カ
タ
、﹇
於
﹈
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斉
に
合ア
ハ
ム
。（
高
山
寺
蔵
史
記
周
本
紀
第
四
鎌
倉
初
期?
十
三
世
紀
初
頭
?
点
）
・
周
恐オ
チ
て
借カ
サ
ムむ
ト
ス
レ
ハは﹇
之
﹈﹇
於
﹈韓
に
畏ヲ
ツ
。
借カ
サ
不シ
トと
ス
レ
ハは
、
﹇
之
﹈﹇
於
﹈
秦
に
畏
ツ
。（
高
山
寺
蔵
史
記
周
本
紀
第
四
鎌
倉
初
期
?
十
三
世
紀
初
頭
?
点
）
・
夫ソレ
天
下
を
「
し
て
）
刑
を
畏ヲチ
て
﹇
而
﹈
敢
て
盗
｜
■
不
使
セ
サ
ラ
シ
ム
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
巻
三
十
五
文
応
元
年
点
）
・
終
（
ひ
）
に
敢
（
て
）
談
（
ず
る
）
こ
と
莫ナキ
者
前
事
に
﹇
於
﹈
懼チ
（
る
）
な
り
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
巻
二
十
二
文
永
四
年
加
点
か
）
３
「
オ
ヅ
」
が
和
文
語
、「
オ
ソ
ル
」
が
漢
文
訓
読
語
と
み
る
と
、「
今
昔
」
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
は
何
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
出
典
中
の
漢
字
二
字
の
漢
語「
恐
怖
、
畏
怖
、
怖
畏
、
恐
懼
、
畏
懼
、
怖
懼
、
怖
惶
、
惶
懼
、
悚
懼
」
等
々
の
訳
語
と
し
て
、
又
は
出
典
中
の
用
語
（
ふ
り
仮
名
つ
き
の
漢
語
を
含
め
）
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
編
者
が
独
自
に
用
い
た
用
字
・
用
語
な
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
な
お
、「
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
」
は
漢
文
訓
読
語
を
重
ね
た
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「注11
今
昔
」の
出
典
と
さ
れ
る
『注12
冥
報
記
』『
三注13
宝
感
応
要
略
録
』『
法注14
華
験
記
』
『
日注15
本
霊
異
記
』『
鞍
馬
寺
縁
記
』（『
真注16
言
伝
』
中
の
引
用
）
の
中
の
話
と
「
今
昔
」
の
話
、
16
話
を
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
対
応
す
る
出
典
の
10
話
に
前
掲
の
漢
字
二
字
の
漢
語
と
「
オ
ヅ
」・「
オ
ソ
ル
」
に
相
当
す
る
一
字
の
漢
字
が
見
ら
れ
る
の
は
『
冥
報
記
』
の
「
憂
懼
」（「
イ
ウ
ク
ス
」
か
）「
懼
」（「
オ
ソ
ル
」
か
）
各
１
例
、『
法
華
験
記
』
の
「
怖
畏
」
２
例
（「
フ
イ
」
か
）「
驚
怖
１
例
（「
オ
ド
ロ
キ
オ
ソ
ル
」
か
）、『
日
本
霊
異
記
』
の
「
注
」
の
「
■
恐
也
」
１
例
（「
オ
ソ
ル
」
か
）
で
あ
る
。
従
っ
て
元
々
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
で
あ
っ
た
可
能
性
の
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。「
今
昔
」
の
編
者
が
「
恐
ヂ
怖
ル
」（
表
一
参
照
）
と
翻
訳
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
『
冥
報
記
』
の
「
憂
懼
」「
懼
」
と
『
法
華
験
記
』
の
「
怖
畏
」「
驚
怖
」
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
し
て
も
「
今
昔
」
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
は
出
典
に
あ
る
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
出
典
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
を
受
け
た
も
の
は
１
例
も
見
当
た
ら
な
い
と
し
て
よ
い
。
今
昔
・
然
レ
バ
、
司
倉
、
甚
ダ
此
ノ
事
ヲ
不
信
ズ
シ
テ
有
ル
間
ニ
、
十
餘
日
ヲ
経
テ
、
司
倉
ノ
妻
、
暴
ニ
病
ヲ
受
テ
死
ヌ
。
其
ノ
時
ニ
、
司
倉
始
メ
テ
恐
ヂ
怖
レ
テ
、
善
ヲ
修
ス
。
冥
報
記
・
甚
だ
し
く
は
之
を
信
ぜ
不ず
。
後
十
餘
日
。
司
｜
倉
が
婦
暴には
か
に
病
死
す
。
司
｜
倉
始
め
て
懼
れ
て﹇
而
﹈
福
を
修
す
。（
下
｜
25
）
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又
、
出
典
は
未
詳
で
あ
る
が
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」の
見
ら
れ
る「
今
昔
」の（
二
十
四
｜
16
・
56
、
二
十
五
｜
７
・
９
、
二
九
｜
31
）
の
５
話
に
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
同
文
的
同
話
が
あ
る
。
こ
の
今
昔
の
５
話
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
５
話
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
各
話
に
は
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
は
用
い
ら
れ
て
い
ず
、「
オ
ヅ
」
も
「
オ
ソ
ル
」
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。「
オ
ソ
ロ
シ
」
が
１
例
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
・
州
司
智
感
を
遣
シ
テ
囚
ヲ
領
シ
テ
京
へ
送
ら
し
む
。
鳳
州
の
界
に
し
て
囚
四
人
皆
逃
げ
た
り
。
智
感
憂
懼
す
。（
下
｜
25
）
・
既
に
シ
テ
﹇
而
﹈
目
開
き
身
動
ズ
。
家
｜
人
驚
キ
散
じ
て
謂いフ
「
屍
起
キ
む
ト
す
（
欲
﹈」
ト
い
ふ
（
中
｜
13
）
（
九
｜
31
）
・
其
ノ
後
、
洲
ノ
司
、
智
感
ニ
囚
ヲ
令
領
メ
テ
京
ニ
送
ル
。其
ノ
時
ニ
、
鳳
洲
ノ
界
ノ
囚
四
人
逃
ヌ
。
智
感
に
恐
レ
怖
ヅ
ル
故
也
。（
九
｜
31
）
・
其
ノ
時
ニ
、目
ヲ
開
キ
身
ヲ
動
ス
。
父
母
及
ビ
家
ノ
人
、
此
レ
ヲ
見
テ
驚
キ
騒
ギ
怖
ヂ
恐
レ
テ
「
此
ノ
死
タ
ル
屍
起
ム
ト
ス
」
ト
云
ヒ
合
タ
リ
。（
七
｜
47
）
今
昔
・
王
、
書
ノ
如
ク
城
ニ
返
リ
至
テ
畫
像
ヲ
開
テ
見
ル
。
其
ノ
時
ニ
、
中
國
ノ
商
人
■
テ
此
ノ
佛
像
ヲ
見
テ
異
口
同
音
ニ
「
南
■
佛
■
」
ト
■
ス
。
仙
道
王
、
此
ヲ
聞
テ
身
ノ
毛
竪
テ
恐
ヂ
怖
ル
ヽ
コ
ト
■
限
シ
。
（
一
｜
23
）
三
宝
感
応
要
略
録
・
王
如
封
書
陳
供
。
引
至
城
邑
。
開
畫
像
■
仰
而
住
。
于
時
中
國
商
人
共
來
。
異
口
同
音
。
唱
南
謨
佛
陀
等
。
王
聞
之
遍
體
毛
竪
。（
上
・
２
）
・
爰
有
一
女
人
。
齢
若
盛
。
未
及
二
十
。比
丘
見
女
。心
生
怖
畏
。（
下
・
124
）
・
兵
部
夢
覺
。
彌
大
驚
怖
。（
中
・
72
）
・
山
ノ
中
ニ
一
人
ノ
女
有
リ
、
年
若
ク
シ
テ
未
ダ
■
ニ
不
満
ヌ
程
也
。
僧
、
女
ヲ
見
テ
、
恐
ヂ
怖
レ
テ
、
（
十
四
｜
７
）
・
…
ト
見
テ
、
夢
覺
ヌ
。
其
ノ
後
、
兵
平
介
、
弥
ヨ
恐
ヂ
怖
レ
テ
（
十
七
｜
40
）
今
昔
・
草
ノ
葉
ヲ
摘
切
テ
、
物
ヲ
讀
■
ニ
シ
テ
蝦
■
ノ
方
ヘ
投
遣
タ
リ
ケ
レ
バ
、
其
ノ
草
ノ
葉
蝦
■
ノ
上
ニ
懸
ル
ト
見
ケ
ル
程
ニ
、
蝦
■
ハ
真
平
ニ
テ
死
タ
リ
ケ
ル
。
僧
共
宇注17
治
拾
遺
物
語
・
草
の
は
を
つ
み
き
り
て
、
物
を
誦
や
う
に
し
て
、
か
へ
る
の
か
た
へ
な
げ
や
り
け
れ
ば
、
そ
の
草
の
葉
の
、
か
へ
る
の
上
に
か
ゝ
り
け
れ
ば
、
か
へ
る
ま
ひ
ら
に
ひ
し
げ
て
今
昔
法
華
験
記
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以
上
、
出
典
や
同
文
的
同
話
と
の
比
較
か
ら
す
る
と
、「
今
昔
」
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
は
編
者
が
独
自
に
用
い
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
と
だ
け
と
は
言
い
切
れ
な
い
例
が
１
例
だ
け
見
ら
れ
る
。「
今
昔
」
の
（
六
｜
１
）
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
話
と
同
文
的
同
話
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
第
一
九
五
話
と
『注18
打
聞
集
』
の
第
二
話
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
と
「
怖
畏
」
が
見
ら
れ
る
。『
打
聞
集
』
の
「
怖
畏
」
も
、『
打
聞
集
』
と
「
今
昔
」
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
の
本
文
が
よ
く
一
致
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
に
あ
て
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
今
昔
」
は
本
文
の
破
損
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
欠
字
が
底
本
（
東
京
大
学
本
甲
）
で
１
行
２
字
分
あ
り
、「
恐
」
の
字
が
欠
け
て
い
る
。
右
の
三
話
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
『
打
聞
集
』
と
は
本
文
の
か
な
り
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
の
一
致
が
見
ら
れ
る
の
で
、
共
通
の
出
典
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
又
「
今
昔
」
は
こ
の
二
話
と
共
通
の
出
典
か
出
典
に
近
い
話
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
二
話
の「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
と
一
話
の
「
怖
畏
」
は
出
典
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
を
受
け
た
も
の
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』に
は
右
の
１
例
の
ほ
か
に
、
も
う
２
例
の「
お
ぢ
お
そ
る
」
が
見
ら
れ
る
。
○
死
て
六
日
と
い
ふ
日
の
未
の
時
ば
か
り
に
、
に
は
か
に
、
此
く
は
ん
は
た
ら
く
。
み
る
人
、
お
ぢ
お
そ
れ
て
、
逃
さ
り
ぬ
。（
四
十
五
）
死
た
り
け
り
。
こ
れ
を
み
て
、
僧
ど
も
の
色
か
は
り
て
、
お
そ
ろ
し
?
?
?
?
と
思
け
り
。（
一
二
七
）
此
ヲ
見
テ
、
色
ヲ
失
テ
ナ
ム
恐
ヂ
怖
レ
ケ
ル
。（
二
十
四
｜
16
）
今
昔
・
見
レ
バ
、
金
ノ
色
ナ
ル
人
ノ
、
長
一
丈
餘
許
ニ
シ
テ
、
金
ノ
色
ノ
光
ヲ
放
テ
虚
空
ヨ
リ
飛
■
テ
獄
門
ヲ
踏
壊
テ
入
宇
治
拾
遺
物
語
・
出
て
み
る
に
、
金
の
色
し
た
る
僧
の
、
ひ
か
り
を
は
な
ち
た
る
が
、
大
さ
丈
六
な
る
、
空
よ
り
飛
來
り
て
、
獄
の
門
を
ふ
み
破
て
、
籠
ら
れ
た
る
天
竺
の
僧
を
、
と
り
て
行
を
と
也
け
れ
ば
、
こ
の
よ
し
を
申
に
、
帝
、
い
み
じ
く
お
ぢ
お
そ
り
給
け
り
と
な
ん
。（
一
九
五
）
打
聞
集
・
出
見
バ
、
金
色
僧
光
ヲ
放
ル
ガ
長
丈
六
ナ
ル
、
空
ヨ
リ
飛
來
テ
、
獄
門
ヲ
フ
ミ
ハ
ナ
チ
テ
、
此
居
ラ
レ
タ
ル
天
竺
ノ
僧
ヲ
取
テ
イ
ク
ヲ
ト
ナ
リ
ケ
リ
。
驚
ナ
ガ
ラ
其
由
ヲ
王
ニ
申
ケ
レ
バ
、
王
怖
畏
サ
ハ
ギ
給
ケ
リ
。（
二
）
ヂ
怖
レ
給
ヒ
ケ
リ
。（
六
｜
１
）
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○
大
宮
司
の
威
勢
、
國
司
に
も
増
り
て
、
國
の
物
ど
も
、
お
ぢ
恐
れ
た
り
け
り
。（
四
十
六
）
右
の
二
話
の
出
典
は
未
詳
で
あ
り
、
同
文
的
同
話
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
確
か
と
は
言
え
な
い
が
、
表
二
に
示
し
た
よ
う
に
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』で
は「
お
そ
ろ
し
」
51
例
、「
お
そ
ろ
し
げ
な
り
」
14
例
、「
お
づ
」
８
例
に
対
し
て
、「
お
そ
る
」（
名
詞
「
お
そ
り
」
３
例
を
含
む
）
11
例
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
和
文
系
の
語
彙
、
語
法
、
文
体
が
基
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、「
お
ぢ
お
そ
る
」
が
３
例
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
二
話
の
「
お
ぢ
お
そ
る
」
も
出
典
の
そ
れ
を
受
け
た
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
出
典
が
ど
の
よ
う
な
語
彙
、
語
法
、
文
体
の
も
の
で
あ
る
の
か
、「
今
昔
」の
出
典
と
も
関
連
さ
せ
て
み
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
み
て
、「
今
昔
」
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
は
編
者
が
独
自
に
出
典
の
表
現
を
変
え
た
り
表
現
に
付
け
加
え
た
り
し
て
用
い
た
も
の
と
、
出
典
の
そ
れ
を
受
け
て
用
い
た
も
の
と
の
両
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
前
者
が
多
く
、
後
者
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
者
の
存
在
の
多
少
が
表
一
に
見
る
使
用
状
況
の
差
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
者
の
出
典
の
文
体
は
漢
文
（注19
訓
読
文
）、
変
体
漢
文
、
漢注20
字
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
の
出
典
は『
打
聞
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
同
文
的
同
話
の
例
か
ら
み
て
、
又
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
他
の
２
例
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
か
ら
み
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
は
主
に
「
オ
ソ
ル
」
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
を
用
い
た
も
の
と
、
主
に
「
オ
ヅ
」「
オ
ソ
ロ
シ
」「
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
リ
」
を
用
い
た
も
の
と
の
両
方
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
体
、
語
彙
、
語
法
、
表
記
等
に
つ
い
て
は
今
後
の
解
明
に
俟
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
編
者
は
、「
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
」（
仏
典
１
例
、
漢
籍
８
例
表
三
参
照
）
で
も
な
く
、「
オ
ソ
リ
オ
ヅ
」（
仏
典
１
例
、
漢
籍
３
例
表
三
参
照
）
で
も
な
く
、
又
、
単
独
の
「
オ
ヅ
」
で
も
な
く
、「
オ
ソ
ル
」
で
も
な
く
、
二注21
、
三
書
の
仏
典
に
２
・
３
例
（
表
三
参
照
）
し
か
見
ら
れ
な
い
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
を
な
ぜ
独
自
に
用
い
た
り
出
典
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
り
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、「
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
」
に
せ
よ
、「
オ
ソ
リ
オ
ヅ
」
に
せ
よ
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
に
せ
よ
、
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
「
恐
怖
・
恐
懼
・
畏
怖
・
怖
畏
・
畏
懼
・
怖
懼
・
怖
惶
・
惶
懼
・
悚
懼
」
等
の
二
字
漢
語
に
ど
う
い
う
訓
み
を
つ
け
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
『
大
和
物
語
』
の
１
例
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
は
例
外
的
な
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
中
で「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」は
、「
今
昔
」
『注22
平
家
物
語
』（
４
例
見
ら
れ
る
。
表
二
参
照
）『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
見
ら
れ
、
か
つ
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
出
典
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
こ
と
、
又
『
平
家
物
語
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
「
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
」
も
「
オ
ソ
リ
オ
ヅ
」
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
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こ
の
意
味
で
も
『
大
和
物
語
』
の
１
例
は
例
外
的
な
も
の
と
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
文
体
は
、
出
典
か
ら『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
受
け
継
が
れ
た
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
の
存
在
、「
今
昔
」
で
の
「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
の
使
用
分
布
状
況
、『
平
家
物
語
』
で
の
使
用
等
か
ら
し
て
和
文
系
の
そ
れ
で
は
な
く
、
漢
文
訓
読
文
系
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
或
る
い
は
仏
典
訓
読
の
影
響
を
よ
り
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
今
昔
」
に
お
い
て
、
出
典
の
表
現
を
受
け
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
独
自
の
表
現
と
し
て
「
恐
れ
る
」
の
強
調
表
現
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
（「
オ
ソ
ル
」
や
「
オ
ヅ
」
だ
け
を
用
い
た
表
現
で
は
不
十
分
と
し
た
と
き
）、
「注23
オ
ソ
リ
オ
ソ
ル
（
オ
ソ
ル
オ
ソ
ル
）」「
オ
ヅ
オ
ヅ
」
の
よ
う
に
同
じ
位
相
の
、
同
じ
語
を
重
ね
る
の
で
は
な
く
、「
オ
ヅ
」
と
「
オ
ソ
ル
」
と
い
う
位
相
的
に
異
な
る
同
意
語
を
あ
え
て
意
識
し
て
重
ね
て
用
い
た
こ
と
に
、
又
、
和
文
語
「
オ
ヅ
」
を
漢
文
訓
読
語
「
オ
ソ
ル
」よ
り
先
に
出
し
て
用
い
た
こ
と
に
、
そ
の
新
し
さ
が
あ
り
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
に
そ
の
特
色
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」
を
用
い
て
い
た
の
は
「
今
昔
」
の
編
者
の
み
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
漢
文
訓
読
文
系
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を
基
本
的
文
体
と
し
て
用
い
つ
つ
、「
オ
ヂ
オ
ソ
ル
」に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
を
混
用
し
、
な
お
か
つ
語
に
よ
っ
て
は
和
文
語
を
優
先
し
て
用
い
る
表
現
・
表
記
の
習
慣
を
有
す
る
層
の
人
々
の
存
在
を
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
今
昔
」
の
編
者
も
そ
う
し
た
習
慣
を
有
す
る
層
に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
層
の
人
々
の
解
明
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
解
明
と
共
に
、
今
後
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
１
、
巻
一
の
第
23
話
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
テ
キ
ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本（
以
下
大
系
本
と
略
す
）。
以
下
全
て
同
じ
。
２
、『
日
本
の
説
話
７
言
葉
と
語
彙
』（
山
田
俊
雄
・
馬
淵
和
夫
編
東
京
美
術
昭
49
・
11
）
の
中
の
「
和
漢
混
淆
文
の
語
彙
」
所
収
。
３
、『
古
語
大
辞
典
』（
中
田
祝
夫
編
監
修
小
学
館
昭
58
・
12
）
の
「
お
そ
る
」
の
項
所
収
。
４
、「
今
昔
研
究
年
報
」（
第
一
号
）（
笠
間
書
院
昭
62
・
１
）
の
中
の
「『
怖
』
と
『
恐
』」
所
収
。
５
、
検
索
は
『
源
氏
物
語
大
成
』（
池
田
亀
鑑
編
著
中
央
公
論
社
普
及
版
昭
59
・
10
〜
60
・
11
）に
よ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
全
集（
以
下
全
集
本
と
略
す
）。
６
、
検
索
は
次
の
も
の
に
よ
る
（
注
５
は
除
く
）。『
竹
取
物
語
総
索
引
』（
山
田
忠
雄
編
武
蔵
野
書
院
昭
40
・
12
再
版
）、『
平
安
日
記
文
学
総
合
語
彙
索
引
』（
西
端
幸
雄
ほ
か
編
勉
誠
社
平
５
・
２
）?『
土
佐
日
記
』『
蜻
蛉
日
記
』『
和
泉
式
部
日
記
』
『
紫
式
部
日
記
』『
更
級
日
記
』?、『
大
和
物
語
語
彙
索
引
』（
塚
原
鉄
雄
ほ
か
編
、
笠
間
書
院
昭
45
・
９
）、『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
』（
宇
津
保
物
語
研
究
会
編
笠
間
書
院
昭
48
・
３
、
50
・
10
）、『
枕
草
子
総
索
引
』（
松
村
博
司
監
修
右
文
書
院
昭
42
・
１
）、『
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
』（
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
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研
究
会
編
武
蔵
野
書
院
昭
60
・
３
〜
61
・
１
）、『
堤
中
納
言
物
語
総
索
引
』
（
鎌
田
広
夫
編
白
帝
社
昭
41
・
９
）、『
狭
衣
物
語
語
彙
索
引
』（
塚
原
鉄
雄
ほ
か
編
笠
間
書
院
昭
50
・
12
）、『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
総
索
引
』（
鈴
木
弘
道
編
笠
間
書
院
昭
52
・
10
）、『
讃
岐
典
侍
日
記
索
引
』（
馬
淵
和
夫
編
私
家
版
昭
29
・
11
）、『
古
本
説
話
集
総
索
引
』（
山
内
洋
一
郎
編
風
間
書
房
昭
44
・
4
）、
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』（
青
木
伶
子
編
武
蔵
野
書
院
昭
40
・
10
）、『
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』（
境
田
四
郎
監
修
清
文
堂
昭
62
・
２
再
版
）、『
十
六
夜
日
記
校
本
及
び
総
索
引
』（
江
口
正
弘
編
笠
間
書
院
昭
47
・
８
）、『
徒
然
草
総
索
引
』
（
時
枝
誠
記
編
至
文
堂
昭
30
・
８
）
７
、
テ
キ
ス
ト
は
大
系
本
。
８
、
引
用
の
文
も
次
の
も
の
に
よ
る
。
⑴
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
二
輯
所
収
。
訓
読
文
は
鈴
木
一
男
氏
。
⑵
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
八
輯
所
収
。
訓
読
文
は
鈴
木
一
男
氏
。
⑶
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
四
輯
所
収
。
訓
読
文
は
築
島
裕
氏
。
⑷
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
三
十
輯
所
収
。
訓
読
文
は
鈴
木
一
男
氏
。
⑸
、『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』（
春
日
政
治
著
勉
誠
社
昭
44
・
９
）
所
収
。
⑹
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
輯
所
収
。
訓
読
文
は
大
坪
併
治
氏
。
⑺
、
⑻
、『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
訳
文
篇
』（
中
田
祝
夫
著
勉
誠
社
昭
54
・
11
）
所
収
。
⑼
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
三
輯
所
収
。
訓
読
文
は
曽
田
文
雄
氏
。
⑽
、
⑺
、
⑻
の
書
所
収
。
?
、『
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
『
法
華
文
句
』
古
点
の
国
語
学
的
研
究
本
文
篇
』（
西
崎
亨
著
桜
楓
社
平
４
・
２
）
所
収
。
?
、『
岩
崎
本
日
本
書
紀
』（
築
島
裕
、
石
塚
晴
通
著
貴
重
本
刊
行
会
昭
53
・
11
）
所
収
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
三
十
九
輯
所
収
。
訓
読
文
は
井
上
親
雄
氏
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
三
十
三
輯
所
収
。
訓
読
文
は
山
口
佳
紀
氏
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
十
六
、
十
七
輯
所
収
。
訓
読
文
は
松
本
健
二
氏
。
?
、『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
三
』（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
東
京
大
学
出
版
会
昭
61
・
２
）
所
収
。
訓
読
文
は
築
島
裕
氏
ほ
か
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
別
刊
第
四
輯
所
収
。
訓
読
文
は
門
前
正
彦
氏
。
?
、『
国
書
漢
籍
論
集
』（
古
典
研
究
会
編
汲
古
書
院
平
３
・
８
）
所
収
。
訓
読
文
は
築
島
裕
氏
。
?
、
検
索
は
『
図
書
寮
本
日
本
書
紀
索
引
篇
』（
石
塚
晴
通
著
美
季
出
版
社
昭
56
・
２
）
に
よ
る
。
?
、
⑺
、
⑻
の
書
所
収
。
?
、『
最
明
寺
本
往
生
要
集
訳
文
篇
』（
築
島
裕
ほ
か
編
汲
古
書
院
平
４
・
３
）
所
収
。
?
、『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』第
七
輯（
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
編
武
蔵
野
書
院
昭
59
・
５
）
所
収
。
翻
刻
は
山
崎
誠
氏
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
四
十
二
輯
所
収
。
訓
読
文
は
曽
田
文
雄
氏
ほ
か
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
輯
所
収
。
訓
読
文
は
小
林
芳
規
氏
。
?
、『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
訳
文
篇
』（
築
島
裕
著
東
京
大
学
出
版
会
昭
40
・
３
）
所
収
。
?
、『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
四
輯
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
編
武
蔵
野
書
院
平
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所
収
。
訓
読
文
は
宇
都
宮
啓
吾
氏
。
?
、『
古
代
説
話
集
注
好
選
』（
東
寺
貴
重
資
料
刊
行
会
編
東
京
美
術
昭
58
・
10
）
所
収
。
訓
読
文
は
馬
淵
和
夫
氏
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
十
七
輯
所
収
。
訓
読
文
は
遠
藤
嘉
基
氏
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
十
六
輯
所
収
。
訓
読
文
は
中
田
祝
夫
氏
。
?
〜
?
、『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
』『
同
第
二
』（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
東
京
大
学
出
版
会
昭
55
・
２
・
、
昭
59
・
２
）
所
収
。
訓
読
文
は
小
林
芳
規
氏
ほ
か
・
築
島
裕
氏
ほ
か
。
?
、『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
一
〜
七
』（
古
典
研
究
会
編
汲
古
書
院
平
元
・
２
〜
平
３
・
８
）
所
収
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
十
八
輯
所
収
。
翻
字
は
小
林
芳
規
氏
。
?
、『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
一
輯
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
編
武
蔵
野
書
院
昭
63
・
８
）
所
収
。
翻
刻
は
花
野
憲
道
氏
。
?
、
検
索
は
『
醍
醐
寺
蔵
本
遊
仙
窟
総
索
引
』（
築
島
裕
ほ
か
編
汲
古
書
院
平
７
・
４
）
に
よ
る
。
?
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
五
十
輯
所
収
。
翻
刻
は
北
恭
昭
氏
。
?
、『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
二
輯
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
編
武
蔵
野
書
院
平
元
・
７
）。
翻
刻
は
山
本
秀
人
氏
ほ
か
。
９
、「
今
昔
物
語
集
の
情
意
述
語
文
と
文
体
」（
田
中
牧
郎
国
語
学
194
）
等
の
論
参
照
。
10
、
検
索
は
『
今
昔
物
語
集
文
節
索
引
』（
馬
淵
和
夫
監
修
笠
間
書
院
昭
45
〜
56
）
に
よ
る
。
11
、
出
典
名
は
大
系
本
、
新
大
系
本
、
全
集
本
（
巻
十
一
〜
三
一
）
に
よ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
大
系
本
。
12
、
テ
キ
ス
ト
と
訓
読
文
は
『
冥
報
記
の
研
究
第
一
巻
』（
説
話
研
究
会
編
勉
誠
出
版
平
11
・
２
）
13
、
テ
キ
ス
ト
は
大
正
新
■
大
蔵
経
。
14
、
テ
キ
ス
ト
は
日
本
思
想
大
系
本
。
15
、
テ
キ
ス
ト
は
大
系
本
。
16
、
テ
キ
ス
ト
は
『
対
校
真
言
伝
』（
説
話
研
究
会
編
勉
誠
社
昭
63
・
９
）
17
、
テ
キ
ス
ト
は
大
系
本
。
18
、
テ
キ
ス
ト
と
検
索
は
『
打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』（
東
辻
保
和
著
清
文
堂
昭
56
・
１
）
19
、
漢
文
の
出
典
は
『
冥
報
記
』
の
よ
う
に
ヲ
コ
ト
点
の
あ
る
も
の
を
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
20
、
こ
こ
で
は
平
仮
名
交
じ
り
文
も
片
仮
名
交
じ
り
文
も
指
し
て
い
る
。
21
、『
石
山
寺
本
大
方
広
仏
華
厳
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』（
大
坪
併
治
著
風
間
書
房
平
４
・
２
）
中
に
１
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
22
、
検
索
は『
平
家
物
語
高
野
本
語
彙
用
例
総
索
引
』（
近
藤
政
美
ほ
か
編
勉
誠
社
、
平
８
・
２
）
に
よ
る
。
23
、「
オ
ソ
リ
（
レ
）
オ
ソ
ル
」
の
よ
う
な
、
同
じ
位
相
の
、
同
じ
語
が
漢
文
訓
読
文
で
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
か
は
、
十
分
に
調
査
し
て
い
な
い
が
、
先
出
の『
群
書
治
要
』に
は
管
見
の
限
り
で
は
異
な
り
数
で
61
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
の
片
仮
名
で
訓
み
が
重
ね
て
あ
る
も
の
を
幾
つ
か
挙
げ
て
お
く
。
遁ノカレ
｜
逃ノカル
（
巻
五
）、
輔タスケ
｜
翼タスク
（
巻
五
）、
■タノミ
｜
恃タノミ
（
巻
六
）、
嫌
ウタカヒ
｜
疑
ウタカフ
（
巻
六
）、
中ヤフリ
｜
傷ヤフル（
巻
七
）、
優
ユタカニ
｜
饒
ユタカニシテ（
巻
七
）、
申カサネ
｜
重カサネ（
巻
四
十
六
）、
拘
トラヘ
｜
係トラヘ
（
巻
四
十
六
）、
鳴ホエ
｜
吠ホエ
（
巻
四
十
七
）、
重カサネ
｜
累カサネ
（
巻
四
十
七
）
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On the?
s with its
’(「オヂオソル」)in
 
iosoru’and?osoriozu’
(『今昔物語集』)
Masahito SHIGENO
 
In Konjakumonogatarishu,both?ozu’(「オズ」）and?osoru’(「オソル」)are spontaneously
 
in use.The former is thought to be Japanese-reading word(「和文語」)and the latter
 
Japanese reading of a chinese character(「訓読語」).In other words,these words have
 
their different phases,and?ozu’is used in Japanese sentences(「和文」)and?osoru’is used
 
in Japanese reading of a Chinese character in Chinese sentences.(「漢文訓読文」)
In Konjakumonogatarishu,?ozu’and?osoru’,which have their own phases,are found
 
together and also the compound of them is counted as 51 examples.But few of them are
 
used after the expressions of Konjakumonogatarishu,while most of them are reformed
 
expressions or added ones by the editor of this compiling work.
The?ojiosoru’was used in the Japanese reading of a Chinese character in Chinese
 
sentence
 
s situate
 
synonym?osor
’(「訓読語」),
which made so
 
and?ojiosoru’seemed to be adopted
 
to the mixed writing of Chinese character with Japanese sylabary(「漢字仮名まじり
文」）.
When the editor wanted to have anemphatic expression of?osoreru’(「恐れる」)in
 
Konjakumonogatarishu,he seemed not to duplicate?osoriosoru’(「オソリオソル・オソルオ
ソル」)and?ozuozu’(「オヅオヅ」)as words of the same phase,but to choose the usage of
 
different phase synonym the?ozu’(「和文語」）wa
 
ese words
 
d above?osoru
 
e sentences of
 
a mixed wr
 
me new usages and some characteristic features.
But?ojiosoru’was not only used by the editor of Konjakumonogatarishu but used by the
 
many people who had the custom to use Japan
 
tor of
 
Kon
 
to have the bas
 
rishu seemed to belong t
 
iting of Chinese character with the Japanese sylabary.The edi
 
cial type jakumonogata
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